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いままさに大きな揺れが起きた時、どうしてもパニックになってしまいます
が、やらなければいけないことは一つだけです。

「身の安全を守ること」
・屋内にいれば、机の下に隠れたり、クッションや頭巾で頭を守る
・倒れそうな家具から離れる
・屋外にいるときも、ブロック塀や自販機、ビルの看板などから離れる
・崖地からも離れる
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避難の流れについて確認します。

地震が発生した場合は、まずは「いっとき避難場所」で災害・隣近所の状況
を確認し、自宅が無事であり、個々で生活がおくれる方は自宅に戻り、自宅
で生活します。

自宅では住めない状況の時は、地域避難所または地域防災拠点へ避難します。
地域避難所は短期間の避難生活を想定しています。
中・⾧期間の避難生活が予想される場合は、地域防災拠点へ避難します。

要援護者の方のうち、地域防災拠点では避難生活が困難だと専門の職員に判
断された場合、２次的な避難場所として福祉避難所へ移動し、避難します。

近くで大規模な火災が発生した場合は、広域避難場所で一時的に身を寄せま
す。
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地域防災拠点と言えば、まず最初に避難生活場所としてのイメージが
強いですが、地域防災拠点には、３つの大きな役割があります。

１つ目は、家屋の損壊等により、在宅での生活が困難な方が
避難生活を送る場所としての役割

２つ目は、阪神淡路大震災の時のように、
地域方々による救出や救助活動の拠点としての役割

３つ目は、災害情報や生活支援情報など、さまざまな情報を受発信する情報
発信拠点としての役割

地域防災拠点には、これら３つの役割があります。
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先ほどもお話しした通り地域防災拠点は、「避難所」としての機能だけでな
く、「地域の防災本部」としての機能として情報受伝達拠点や物資供給拠点
といった役割があります。

地域防災拠点には、住民の安否情報や被害状況、行政等からの支援物資が集
まり、避難者がそれを受け取ることが出来ます。
また、地域防災拠点に集まった情報や物資は、地域防災拠点以外で避難生活
を行っている方も受け取ることができます。
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次に、地域防災拠点の開設についてご説明します。

地域防災拠点は、震度５強以上の地震が発生したときに開設することとされ
ています。
各拠点に参集する職員は直ちに拠点に参集し、施設の安全性を確認した後、
速やかに避難者の受け入れに必要な措置を講じることとしています。

しかし、災害はいつ発生するかわかりません。担当する職員も被災し、
発災直後すぐに拠点にかけつけることができるとも限りません。

そこで、発災直後で、事態が緊急を要し、職員による開設を待ついとまがな
いときは、拠点運営委員会（または学校⾧）の判断で、開設することとして
います。

このようなことから、学校の鍵は、区役所のほかに各拠点の運営委員⾧また
は鍵管理の責任者に貸与してあります。
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能登半島地震発災３か月後の様子です。
人口がそこまで多くないので、すこし余力があるように見えますが、
それでも１人のスペースに限りはあります。
横浜市で地震が起きた際は、よりスペースが狭まると考えられます。
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在宅避難とは？？
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避難とは「難」を「避ける」ことです。避難所は必ずしも快適な場所ではな
く、スペースにも限りがありますので、基本的には自宅に住めない人が避難
する場所です。
安全が確保される場合は自宅や親戚・知人宅で「避難」することを検討して
ください。

11



ただでさえ、地震により心が落ち着かない状況となっていると想定されるの
で、プライバシーも確保できる住み慣れた家などで過ごす方が、ストレスの
少ない被災生活が送れます。
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在宅避難のメリットは上記のとおりですが、
やはり住み慣れた家で過ごすということが一番ストレスのない生活を送るこ
とができます
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備蓄品の準備もとても大切です。
必須備蓄品として飲料水・食料品・トイレパックを我々はお願いしています。
これらは最低３日分（理想は７日分）の量を備蓄してください。

特に、食料は少しは我慢できるかもしれないが、トイレは我慢できないと思
います。
一人1日5パック、3日分、家族の人数分の備蓄をしてください。
例えば、４人家族であれば、３日分で60パック必要になる計算です。
トイレパックはホームセンター、量販店などでも売っていますし、インター
ネット通販でも購入できます。

水や食料含め、８月に発令された南海トラフ地震注意の時は、一斉に売り切
れてしまったので、発災時はもはや購入できないという認識をもって、売っ
ている時期に購入して備えてください。
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準備するのは、食料や水だけではありません。
特に重要と考えられるものが、水、モバイルバッテリー、カセットコンロ、
トイレパックです。

水は1人３日分、９リットルが目安です。家族分準備しましょう。
モバイルバッテリーは、災害時に停電が起きても、スマートフォン等を充電
することができます。
カセットコンロは停電やガスが止まっても温かい調理ができます。
トイレパックは1人1日５回×３日分（15個）が目安です。もちろん人によっ
て異なると思うので、多めに用意してください。
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家の中で安全を確保できるよう、室内の安全対策をすすめてください。
震災では、転倒した家具の下敷きとなり亡くなった方や、飛散したガラスで
ケガをした方が多く発生しました。
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こちらは地震時の火災の対策です。
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こちらは耐震の対策です。

これらの対策は一例ですので、ぜひご自宅に戻って、出来ることから対策を
初めてください。
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例えば、飲料水についてどのように供給されるか考えたことはありますか？

横浜市の計画では、4日目以降に水道局職員が「緊急給水栓」に順次仮設の蛇
口を設置することになっています。
ではみなさんは、この水をもらえば良いのでしょうか？
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水は避難所に貰いにいけばいいと思っていませんか。
水はとにかく重いですし、運びにくいです。
マンションにお住いの方はエレベーターが止まっていると階段で運ばないと
いけません。

そう考えると多めに備えておくことが、発災時自分を助けることになります。
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冒頭にもお伝えしましたが、在宅避難時でも地域防災拠点で物資や情報を受
けとることができます。

プッシュ型支援とは、被災地からの具体的な要請を待たずに、国や関係省庁
が予測に基づいて支援物資を迅速に供給する方法です。
プル型支援では、被災地からの具体的な要請に基づいて、必要な物資を供給
する方法です。
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こちらは、能登半島地震の避難場所の様子です。
このように仮設トイレを使用せざるを得ない状況となっていました。発災時
のトイレに備えて、トイレパックを是非ご自宅に備えてください。
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食事等の様子です。
地域防災拠点にも物資が届きますが、やはり日ごろから多めに自宅に備えて
おくことがとても重要になります。
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入浴や洗濯などの様子です。
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日ごろから備えるものとしてどういったものが必要かと、よく質問を受けま
す。
例に挙げているもの以外にも、ポータプル電源や非常用バッテリーなどがあ
ると安心です。
また、多少の現金も用意しておきましょう。

備えておくだけでなく、ぜひ実際に使ってみてください。発災時に初めて使
用することになると、うまく使えるかわからないですよね。
普段から使用して使い方を確認したり、使った分を補充したりすることが大
切です。
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ペットを飼われている方は、ペットの避難についても考えておきましょう。
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こちらは、栄区役所で配布している栄防災ノートです。
避難先や自宅にある備えなど、災害の備えに必要な情報を書き込みながら確
認できるノートです。
ぜひ、有効に活用してください。

栄区役所本館４階41番窓口で冊子版を配布しています。
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「いざ」という時のために、 「いま」から備えましょう！！
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